
医療に関する県民意識調査の結果

資料３

千葉県保健医療計画の改定に当たり、医療機関への受診や
健康管理、在宅医療等に関する県民の認識や行動について把
握することを目的に、県民を対象としたアンケート調査を実施しま
したので、その結果を報告いたします。
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１．調査概要
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（１）調査方法

〇実施時期：令和５年７月 〇対象者：20歳以上の県内在住者

〇実施方式：インターネット調査 〇回収数：9,708人

〇集計方法：
回収したサンプルにおける性・年齢別の構成割合を、実際の千葉県の20歳以上の

性・年齢別人口構成割合（R2年国勢調査）に合わせる補正（重みづけ）を行った。

※回収状況・重みづけ係数について



１．調査概要
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調査区分【設問数】

①回答者の属性【２】 ⑩緊急電話相談について【１】

②かかりつけ医に関する状況や考え【３】
⑪心臓の異常や脳卒中に関連した症状への対応に関
する考え【２】

③医療機関へのかかり方【４】 ⑫地域医療について【１】

④お薬手帳について【４】 ⑬在宅医療のイメージについて【１】

⑤後発医薬品（ジェネリック医薬品）について【２】 ⑭長期の療養場所の希望や理由について【３】

⑥入院医療について【１】 ⑮夜間・休日の急変時対応について【２】

⑦アレルギー疾患について【３】 ⑯最期を迎える場所の希望や理由について【４】

⑧臓器提供について【５】
⑰人生の最終段階における医療・療養に関する状況や
考え【５】

⑨がんの予防等に関する状況や考え【１０】

（２）調査内容

計５３問



２．主な調査結果
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〇かかりつけ医の有無

日常的な体調不良や病気・けがの診察や、健康に関する相談に対応してくれる医師がいるか。

H29（前回）調査 R5（今回）調査

いない
（60.0%）

いる
（40.0%） いない

（48.8%）

いる
（51.2%）

〇お薬手帳の提示状況

最近１年以内に、医療機関や薬局でお薬手帳を提示したか。（お薬手帳を持っている方が対象）

H29（前回）調査 R5（今回）調査

提示したことが多かっ
た（26.5%）

必ず提示
（48.4%）

あまり提示しなかった
（12.7%）

提示しなかった（10.7%）

処方実績なし（7.8%）

提示したことが多かった
（18.1%）

必ず提示
（58.1%）

あまり提示しなかった
（9.6%）

提示しなかった（6.9%）

処方実績なし（7.3%）



２．主な調査結果
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〇後発医薬品の選択状況
医療機関から処方を受けた薬を受け取る際に、後発医薬品（ジェネリック医薬品）を選択しているか。

いる
（51.2%）

〇「在宅医療」の選択希望

病気で長期にわたる治療・療養が必要になった場合、「在宅医療」、「入院医療」どちらを希望するか。

選択しない（7.8%）

選択する
（56.8%）

こだわらない
（31.7%）

後発医薬品を知らない
（1.7%）

その他（1.9%）

H29（前回）調査

選択しない
（8.5%）

選択する
（64.3%）

こだわらない
（23.7%）

後発医薬品を知らない
（2.9%）

その他（0.7%）

R5（今回）調査

R2（前回）調査

在宅医療
（32.4%）

入院医療
（44.3%）

わからない
（23.3%）

在宅医療
（36.0%）

R5（今回）調査

わからない
（24.0%）入院医療

（40.0%）



２．主な調査結果
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〇自身が居住する地域で不足を感じる診療科

お住まいの地域において、不足であると感じる診療科はあるか。

必ず提示
（58.1%）


